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知
っ
て
お
き
た
い
年
金
の
こ
と

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
期
間

や
、
免
除
（
全
額
免
除
・
1
／
４
免
除
・
半

額
免
除
・
3
／
４
免
除
）・
猶
予
（
若
年
者
納

付
猶
予
制
度
・
学
生
納
付
特
例
制
度
）
の
承

認
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
納
付
や
追

納
を
し
な
か
っ
た
場
合
、
老
齢
基
礎
年
金
の

年
金
額
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
納
め
て
い
な
い
保
険
料
の
納

付
や
後
納
・
追
納
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

年
金
額
の
増
額
に
繋
げ
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

免
除
（
全
額
免
除
・
1
／
４
免
除
・
半
額

免
除
・
3
／
４
免
除
）
や
猶
予
（
若
年
者
納

付
猶
予
制
度
・
学
生
納
付
特
例
制
度
）
の
承

認
を
受
け
た
保
険
料
の
う
ち
、
納
め
る
べ
き

一
部
の
保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
期
間
に
つ

い
て
は
、
申
し
込
み
に
よ
っ
て
追
納
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。

追
納
の
対
象
と
な
る
の
は
、
過
去

年
以

10

内
の
免
除
お
よ
び
猶
予
期
間
に
限
ら
れ
、
古

い
保
険
料
か
ら
順
次
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。納

付
期
限
か
ら
2
年
が
経
過
し
た
国
民
年

金
の
未
納
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
時
効
に
よ

り
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
が
、

平
成

年

月
1
日
か
ら
平
成

年
9
月

24

10

27

30

日
ま
で
の
間
に
限
り
、
申
し
込
み
に
よ
っ
て

事
後
納
付
（
後
納
）
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
て
い
ま
す
（
後
納
制
度
の
創
設
）。

後
納
制
度
の
対
象
と
な
る
の
は
、
過
去
10

年
以
内
の
未
納
期
間
に
限
ら
れ
、
古
い
保
険

料
か
ら
順
次
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
義
務
で
あ
る

た
め
、
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
部
免
除
の
承
認
を
受

け
て
い
る
保
険
料
（
1
／
４
免
除
・
半
額
免

除
・
3
／
４
免
除
）
に
つ
い
て
も
、
納
め
る

べ
き
一
部
の
保
険
料
を
納
付
し
な
か
っ
た
場

合
は
未
納
保
険
料
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
未
納
保
険
料
は
、
納
付
期
限
か

ら
2
年
を
経
過
す
る
と
時
効
に
よ
り
納
付
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
未
納
保
険
料
を
納
付
で

き
な
か
っ
た
場
合
、
保
険
料
を
納
付
し
た
場

合
と
比
べ
て
年
金
額
が
低
く
な
る
と
と
も

に
、
年
金
の
受
給
権
を
確
保
で
き
な
く
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
旭
川
年
金
事
務
所
（
０
１
６

６
‐

‐
１
６
１
１
）
ま
た
は
保
健
福
祉
課

２７

戸
籍
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
健
福
祉
課
戸
籍
担
当

電
話

‐
２
１
２
３

５６

国
民
年
金
保
険
料
の
納

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付付

将
来
に
備
え

納
付
し
ま
し
ょ
う

将
来
に
備
え

納
付
し
ま
し
ょ
う
！！

現況届けを忘れずに！

◆児童扶養手当◆

次の要件に該当する児童を養育している父母、ま

たは父母に代わってその児童を養育している方が

受給できます。（※児童とは、１８歳未満または、２０歳

未満で一定以上の障がいのある方）

【児童の要件】

○父母が婚姻（事実婚を含む）を解消した児童

○父または母が死亡または生死が明らかでない児童

○父または母が重度の障がいにある児童

○父または母から１年以上遺棄されている児童

○父または母が１年以上拘禁されている児童

○母が婚姻によらないで生まれた児童

○父または母が裁判所からのＤＶ保護命令を受け

た児童

【支給制限】

○児童が施設に入所しているとき

○受給者または児童が公的年金を受けているとき

○前年分の所得が一定額以上ある場合 など

◆特別児童扶養手当◆

一定以上の障がいのある児童（２０歳未満）を扶養

する父母、または父母に代わってその児童を養育し

ている方が受給できます。

【支給制限】

○前年分の所得が一定額以上ある場合

○児童が、障がいを支給事由とする公的年金を受け

ることができるとき

○児童が施設に入所しているとき

■お問い合せ

保健福祉課 戸籍担当

電話 ５６-２１２３

８月中に現況届けを出さないと８月分からの手当

を受けることができなくなることがありますの

で、ご注意ください。

追
納
の
対
象
と
な
る
保
険
料

後
納
の
対
象
と
な
る
保
険
料

納
め
て
い
な
い
保
険
料

（
未
納
保
険
料
）
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子
ど
も
達
は
夏
休
み
で
す
。

夏
休
み
を
迎
え
る
子
ど
も
達
は
外
出

の
機
会
が
増
え
、
事
故
に
遭
う
危
険
性

が
増
し
ま
す
。
ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は

暑
さ
に
よ
る
疲
労
か
ら
注
意
力
が
散
漫

に
な
り
が
ち
で
す
。「
ぶ
つ
か
っ
て
初
め

て
気
づ
い
た
」
は
運
転
者
失
格
で
す
。

交
差
点
付
近
で
は
子
ど
も
や
自
転
車
の

飛
び
出
し
に
十
分
警
戒
し
て
走
行
し
ま

し
ょ
う
。
保
護
者
の
皆
様
は
、
子
ど
も

達
に
自
動
車
が
来
て
い
る
時
は
絶
対
に

道
路
を
横
断
し
な
い
よ
う
注
意
を
促
し

ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
は
思
う
よ
う
に
は
動

け
な
い
。

歩
行
中
死
者
に
占
め
る
高
齢
者
の
割

合
は
平
成

年
で

％
と
な
っ
て
い
ま

２５

７８

す
。
高
齢
者
と
の
事
故
を
防
ぐ
た
め

に
、
ま
ず
は
ド
ラ
イ
バ
ー
が
高
齢
者
の

特
徴
を
理
解
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

１
．「
相
手
が
止
ま
っ
て
く
れ
る
」
な
ど

と
、
周
囲
の
状
況
を
気
に
せ
ず
に
、

自
分
の
思
っ
た
よ
う
に
行
動
し
が
ち

に
な
る
。

２
．
視
力
・
聴
力
の
衰
え
か
ら
、
車
の

速
度
を
判
断
し
に
く
く
な
り
、
ま
た

間
近
の
エ
ン
ジ
ン
音
が
聞
き
取
れ

ず
、
車
の
発
見
が
遅
れ
る
事
が
あ
る
。

３
．
体
力
・
運
動
能
力
の
衰
え
か
ら
、

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
もももももももももももももももももももも
やややややややややややややややややややや
高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
にににににににににににににににににににに

思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
やややややややややややややややややややや
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
をををををををををををををををををををを
持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運
転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転
をををををををををををををををををををを

子
ど
も
や
高
齢
者
に

思
い
や
り
を
持
っ
た
運
転
を
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

歩
行
速
度
が
遅
く
な
り
、
車
に
対
し

て
機
敏
な
動
き
が
取
れ
な
く
な
る
。

４
．
交
通
ル
ー
ル
に
弱
く
な
り
、
ル
ー

ル
を
無
視
し
た
行
動
を
取
り
が
ち
に

な
る
。

高
齢
者
を
事
故
か
ら
守
る
に
は
、
高

齢
者
を
見
か
け
た
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ

ん
の
配
慮
や
思
い
や
り
が
不
可
欠
で

す
。「
急
に
道
路
を
横
断
し
て
く
る
か
も

し
れ
な
い
」「
赤
信
号
で
も
横
断
す
る
か

も
し
れ
な
い
」「
車
を
確
認
し
て
い
な
い

か
も
し
れ
な
い
」
と
い
っ
た
、「
か
も
し

れ
な
い
運
転
」
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
当
事
者
に
な
る
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
全
席
着
用
・
安

全
確
認
・
体
調
管
理
、
ル
ー
ル
を

守
っ
て
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
！

平成２６年６月２９日（日）富良野地域人材開発センターにおいて、

第４４回北海道消防協会上川地方支部富良野地区分会消防総合訓練

大会が開催されました。

本大会は、富良野広域連合の５消防団が一堂に会し、日頃の訓練

で培った部隊行動及び消防操法を披露するもので、今年は５消防署

所・５消防団から２４０名余りが参加して実施されました。

大会は、各消防団が小隊訓練と消防操法応用訓練を実施したの

ち、消防職団員合同で実際の火災を想定した模擬火災訓練を行い無

事に終了しました。

皆さんは、消防職団員が敬礼したり行進するのに基準があるって

知っていましたか。これは「消防訓練礼式の基準」というのですが、

消防職団員が厳正な規律を身につけ、部隊行動を確実軽快にし、礼

儀正しく一致団結することを目的としています。

私たちは、このような基準のもと訓練を重ねることで、災害が発

生した際に迅速かつ的確に行動できるように日々精進しておりま

すので、今後とも消防行政にご理解とご協力をお願いいたします。

消防総合訓練大会～日頃の訓練の成果を披露～

２707
平成２6年７月２０日現在

消
防
団
員
募
集

詳
細
は
庶
務
係
ま
で

電
話

‐
２
１
１
９

!!

５６

前年対比発生数

－６４件１９６件人身事故

＋４人６人死 者

－６９人２４３人傷 者

上川管内交通事故発生状況

（平成２６年７月８日現在）

愚

寓

喰

隅

虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞

遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

救急出場状況（６月分）
（６人）６件急 病

（２人）３件交通事故

（３人）３件一般負傷

（１１人）１２件６月計

（６８人）７２件累 計

人員内は搬送※（ ）


